
2022年6月16日
2022年度-2023年度道路分野における有償技術審査等に係る技術支援業務　　

（公告/公示日：2022年6月3日／調達管理番号：22a00273）について、入札説明書に関する質問と回答は以下のとおりです。

独立行政法人国際協力機構
調達・派遣業務部次長(契約担当)

通番 該当頁 該当項目 質問 回答

1 P.20 第３ 技術提案書の作成要領 （２）業務の実施方針等について、記載分量（頁数）の上
限はございますか。

上限は特にありませんが、わかりやすく適切な分量で作成いただければと
思います。

2 P.20 第3 業務提案書の作成要領

（１）有償技術審査を実施する担当者の技術支援　として
目安125人日
（２）F/Sの各段階における報告書の照査　として目安80
人日
（３）その他有償業務審査等に係る情報の収集・整理、資
料作成等　として目安46人日
と記載されていますが、一方、業務目安量としては、
・国内業務　195人日を想定
・現地調査　56人日を想定
と記されております。
上記（１）、（２）、（３）それぞれでの、国内業務と現
地調査の想定をご教示いただけませんでしょうか？

それぞれ下記のように想定しています。※（１）のみ現地調査が発生する
という想定です。
（１）国内　69人日、現地　56人日
（２）国内　80人日
（３）国内　46人日
　　　合計　195人日、現地56人日

3 P.20 第3 業務提案書の作成要領

様式1（その1）、様式1（その2）を使用する際、記載する
件数について特に指定がないが、それぞれ最大何件まで記
載可能か（何件までが評価対象となるか）ご教示くださ
い。

評価表に3件以内と記載がありますので、最大3件までご記載ください（3
件までが評価対象になります）。

4 P15 第2 業務仕様書（案）

（１）有償技術審査を実施する担当者の技術支援　で想定
されている案件数および規模をご教示いただきたくお願い
いたします。

案件数ベースで考えているわけではありませんので、特に想定している件
数や規模はありません。
毎週のJICA担当者と総括との打合せにおいて、決定していくものと考えて
います。必要な業務量と期限のバランスを考慮しながら、協議のうえで適
切な業務量を決定していきます。
なお、（１）では、有償技術審査を実施する職員の技術的な支援のため、
年間を通じて、業務量にばらつきがあることが想定されます。

5 P15 第2 業務仕様書（案）

（３）その他有償技術審査に係る情報の収集・整理、資料
作成等　で想定されている案件数および規模をご教示いた
だきたくお願いいたします。

案件数ベースで考えているわけではありませんので、特に想定している件
数や規模はありません。
毎週のJICA業務主管部門と総括との打合せにおいて、決定していくものと
考えています。必要な業務量と期限のバランスを考慮しながら、協議のう
えで適切な業務量を決定していきます。
なお、（３）では、年間を通じて担当者が検討する業務の支援も含まれる
ため、比較的中長期に渡って実施する業務もあることを想定しています。


